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様式第４号（第 11項関係）  

 

   西脇市審議会等の会議の記録  

 

審議会等の名称  第１回西脇市こどもプラザ運営委員会  

開催日時  令和元年７月 25日（木）  

午後２時～４時  

開催場所  播磨内陸生活文化総合センター  多目的研修室  

出 席 委 員 の 氏 名 又

は人数  

小﨑委員、中辻委員、藤原委員、萬浪委員、  

竹内委員、橋本委員、藤井委員、石田委員、  

高田委員  

（選出区分別 50音順）  

欠 席 委 員 の 氏 名 又

は人数  

笹倉委員  

出 席 職 員 の 職 ・ 氏

名又は人数  

片 山 市 長 、 筒 井 部 長 、 赤 松 施 設 長 、 松 本 所 長 、

藤井  

公開・非公開の別  公開  

非公開の理由   

 

傍聴人の数  ０人  

議題又は協議事項  １  こどもプラザの利用状況について  

２  平成 30年度事業実績報告について  

３  令和元年度事業実施計画について  

４  こどもプラザ利用者アンケート結果につい  

 て  

５  こどもプラザの運営について（意見交換）  

 

会議の記録（概要）  

発言者   

○開会  

○市長あいさつ  

○委員委嘱  

○会議成立の報告  

 委員９名の出席により会議成立の報告  

○委員長あいさつ  

 

問合せ先  西脇市都市経営部茜が丘複合施設こどもプラザ  

TEL 0795-25-2800 ／  FAX 0795-25-2220 
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会議の記録（概要）  

事務局  

 

 

事務局  

 

 

事務局  

 

 

事務局  

 

 

委員長  

 

委員  

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

○こどもプラザの利用状況について  

 会議資料１に基づき、事務局から説明  

 

○平成 30年度事業実績報告について  

 会議資料２に基づき、事務局から説明  

 

○令和元年度事業実施計画について  

 会議資料３に基づき、事務局から説明  

 

○こどもプラザ利用者アンケート結果について  

 会議資料４に基づき、事務局から説明  

 

資料１の利用状況について何か意見はないか。  

 

30年度は前年度と比べると、みらいえ全体で 17,000人

増えており、こどもプラザにおいては９％増え、 10万人

を超えている状況である。このように利用者が増えた状

況についてどのように分析しているか。また、あいあい

ランドが新しくなり利用者も増えてきているようだが、

４月以降の現在の様子を教えていただきたい。  

 

利用者が増えていることはありがたい。職員が様々な

研修を受けながら、親子が遊びを存分に楽しめるように

している。楽しかったのでまた来館したというリピータ

ーも多く、口コミやＳＮＳなどでも広がってきているの

ではないかと考えている。また、 30年度は市内の高校と

近隣の高校の生徒に協力してもらい、様々な体験ブース

を設けてイベントを実施したことが、人数増につながっ

ている。  

あ い あ い ラ ン ド の 昨 年 度 の 来 館 者 数 は 、 2,940人 で あ

るが、今年度は６月末で、すでに  1,300人ほどになって

おり、小学生の来館も増えてきている。これからもさら

に周知をしていきたい。  

 

どれぐらいの人数が適切なのか。利用されている方か

ら見たらどうですか。  
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委員  

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

委員  

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

事務局  

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

連休の時などは来館者が非常に多かった。小さい子ど

もがいる家庭や来館者が多すぎて遊び辛いと思う保護者

は、市内の方であればあいあいランドに行くなど、来館

者も分散できていると思う。  

 

行政の評価は数字で出てしまうが、単に人数が増え続

けることだけがいいのか。評価としては事業の質や満足

度も大事なのではないかと思う。  

資料２で、何か意見はないか。  

 

こども園でも読書活動に力を入れているが、こどもプ

ラザでは乳幼児の読書力を高めるためにどのように取り

組んでいるのか。  

 

様々なつどい事業の中でも読み聞かせは大事にしてい

る。小さな赤ちゃんでもお母さんの膝の上で、耳、心で

聴いているのだということを保護者に伝えるようにして

いる。赤ちゃんは保護者の語りかけ、読み聞かせによっ

ていろいろな言葉を覚えていくので、赤ちゃんだから理

解できないではなく、毎回その部分は大事にしている。  

 

図書館とのコラボはあるのか。  

 

つどい事業などで図書館の司書に来てもらい、どんな

絵本を読んだらいいのか、絵本選びや絵本の推薦をして

もらったり、実際に絵本を読んでもらったりしている。  

 

園には生後３ヶ月の子どもからくるので、絵本を見る

ということが難しいが、抱っこをして歌をうたったり、

語りかけたりしている。こどもプラザでも、保護者に対

して、読書に関心をもってもらえるように積極的に働き

かけてほしい。  

 

事業などになかなか参加が難しい保護者に対しては、

時間帯や場所的な問題を考えていくことや、みなみ会に

よる学力保障などにも力を入れながら、西脇市全体で子

どもを育てるということが大事なのではないか。子育て

支援の場で、学力保障をしているところは少ないと思う
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委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

委員  

 

 

 

 

 

委員長  

 

委員  

 

 

委員長  

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

がどんな様子か。  

 

平日は４時から６時くらいまで元教師と大学生が学習

や遊びの支援にあたっている。土日は午前中だけである

が、ゲームをしている子どもが多く、勉強にはあまり力

が入っていない様子である。土日は市外から来る子ども

も多く、静かに勉強しているが、市内の子どもは慣れて

いるせいもあるのか、注意することも多い。  

夏休みは「宿題をやっつけよう」ということで、みら

いえだけでなく、市内各地で支援を行っている。読書感

想文 の 指 導も ３ カ 所で ３ 日 間行 い 、 100人 ほ どが 参 加 し

ている。工作や絵画も並行して指導している。  

 

社会教育の中で教育支援を行うことについて、学校と

して意見や希望はあるか。  

 

今は仕事をしている保護者も多く、３世代で祖父母と

一緒に暮らしている家庭も少ないので、家庭の中だけで

子どもを見るということが難しくなっている。家庭だけ

でなく、地域をあげて子どもを見るということが必要で

ある。  

 

中学生も来ているのか。  

 

中学生も来ているが人数的には少なく、高校生の来館

が多い。  

 

市も園も保護者も含めて考えていく課題であると思う

が、では、子どもに対するしつけは誰がするのか。子ど

もだけでなく、親子を育てる、親育ても地域全体で考え

ていく必要があり、西脇市全体の課題の解決にみらいえ

が貢献できればと思う。  

 

みらいえは学校から近いので、多くの子どもが行って

いる。夏休みに入ってからも２回みらいえに行き、情報

交換をした。職員も補導に回っているので、こどもプラ

ザにも行くようにしている。元気な子どもも多いので、

みらいえで迷惑をかけているのではないかと思うが、学
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委員長  

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校以外でもいろいろな大人が見ていて注意してくれると

いうことがわかった方が、子どもにとってプラスになる

のではないかと考えている。また乳幼児の読書の話が出

ていたが、西脇子育て支援ガイドブックの中でも西脇市

図書館が毎週水曜日に絵本の時間として行っている乳幼

児向けの読書活動が記載されている。そこで活動されて

いる方にこども園にも来てもらうという方法もあるので

はと思う。  

 

子どもたちが行ける場所があって、多くの大人に関わ

ってもらえる機会があるということが大事である。当然

元気な子どももいるが、みらいえがその子どもたちの居

場所となることに意味がある。みらいえのように地域全

体で子どもを育てているという施設は、他にはなかなか

ないのではないかと思う。  

 

利用者支援事業で子育て中の保護者に総合的なサポー

トを行うとあり、とてもよいことだと思う。どのように

役立っているのか、相談や問題をどこかにつなぐことで

良い結果になったなどの利用状況を聞かせてほしい。  

 

臨床心理士に職員と同じユニホームを着てフロアーに

入ってもらっている。日頃、職員が関わる中で気になる

親子があれば臨床心理士に伝えたり、保護者の方からも

悩みなどがあれば臨床心理士につないだりしている。フ

ロアーの中で子どもを遊ばせながら子どもの様子を見て

もらったり、相談を受けたりしている。子どもに対して

の適切な関わり方などを伝えてもらうことによって、お

母さんに対してだけでなく職員もよい勉強をさせてもら

う機会となっている。また、こどもプラザの中で解決で

きないことは、健康課やこども福祉課を通じて療育相談

や医療機関での受診につないでいる。こどもプラザでお

母さんから得た情報を健康課やこども福祉課につなぐ時

も、お母さんの了解を得てからつなぐようにしている。  

すぐに他の子どもとトラブルになるなど、育てにくい

子どもを持つお母さんのグループが、月に１回、みらい

え内でいろいろな悩みや話をしながら情報交換をしてい

る。時には、その中に職員や臨床心理士も入り、活動を
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委員長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員  

見守っている。  

相談や悩み事などを適切な専門機関につないでいく子

育てコンシェルジュは児童館に１名、今年度から子育て

学習センターにも１名配置し、２名で対応している。子  

育てコンシェルジュは、はぴいく会議で、こども福祉課、   

健康課や幼保連携課からこども園等の入退所状況や療育

不安のある親子のしんどさなど様々な情報を共有しなが

ら、その親子がこどもプラザに来館した時に寄り添って

いけるように力を入れている。  

ただ、臨床心理士を配置していると聞くと、自分の子

どもが見られているのではないかと不安を感じるお母さ

んもいるので、他の職員と同じようにスタッフとして普

通に関わり、不安や心配なことがある時は臨床心理士と

して専門的に助言している。  

 

子育ての初めて出会うタイミングで行政が関わってい

くことは大事である。事前に関わっていくことは虐待予

防や育児不安を和らげたり、その後の学習面にもつなが

っていくと思う。みらいえがしていることはソーシャル

ワーク、社会福祉の機能になってくるので、今度は幼稚

園、認定こども園へ、また小学校、中学校へとつなげて

いく大事な視点になっていくのではないかと思う。  

続いて、今年度の事業について何か意見はないか。  

またスタッフとして、意見を聞きたい課題はないか。  

 

開館当初は注意が必要な子どももいたが、そのような

子どもとも学校と連携しながら関わっていく中で、成長

を感じることができる。小さな子と遊んだり、職員の手

伝いをしてくれるなど、悪いところばかりではなく、み

んなに注意されながらもまた遊びに来てくれる。その繰

り返しの中で、子どもたちが成長している過程を見るこ

とができ嬉しく思う。学校の先生方は、みらいえで悪い

ことをしたり、迷惑をかけないようにと思われると思う

が、子どもたちにはどんどん来てもらいたいと思うし、

職員も注意をし、子どもたちと関わりながら一緒に成長

を見守っていきたいと思う。  

 

高校生の来館はどうか。  



7 

 

事務局  

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

委員  

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テスト中などはみらいえがいっぱいになるほど、よく

来ており、こどもプラザへはテスト勉強の合間に卓球を

しに来ている。卓球がこどもプラザ内にあることについ

ては賛否両論あるが、高校生と職員が会話をしながら関

係を築けるということはありがたく思っている。  

 

家でもなく、学校でもないサードプレイスがあるとい

うことが大事である。児童館機能は子どもたちの健全育

成を考えると一つの居場所であり、その中で様々な大人

が教育していくということは素晴らしいことであると思

う。  

 

幼稚園の保護者からも親子でみらいえに遊びに行くと

いうことをよく聞く。小学生や中学生は子どもたちだけ

で行くので注意もしやすいかと思うが、親子で来ている

と、子どもの気になる行動があっても声をかけにくいの

ではないかと思う。園は保護者と毎日顔を合わせている

ので、直接お母さんにも話しやすい。気になる行動が見

られた時は遠慮なく園に伝えてもらえればと思う。  

 

団体で来られると、どうしても話が盛り上がるので、

お母さんには「ここは子どもと遊ぶ場所なので、必ず子

どもに目を向けていてくださいね。」と声をかけさせて

もらっている。  

 

児童館事業だが、昨年度より少なくなっているのでは

ないか。  

 

事業が児童館事業計画と年間計画の両方に入っている

ので、事業数が減っているわけではない。今年度は夏休

み特別教室として、事業をカレンダーにして、市内全小

学生に配り、中学生は部活等もあり忙しいので、校内に

掲示させてもらっている。  

また、今年度は遊びのプログラムの開発として、兵庫

県立こどもの館（大型児童館）の遊びをこどもプラザの

ような小型児童館におろしてきて遊びを展開していくと

いうことを計画している。発達障害のある子どもの遊び

のプログラムの開発に職員が参加して研修し、秋には計
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委員長  

 

委員  

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員  

 

事務局  

 

 

委員  

 

 

委員長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画したプログラム「ファミリー運動会」を実施する予定

である。大型児童館の県立こどもの館とも連携をとりな

がら事業を進めている。  

 

続いてアンケートについての意見はないか。  

 

スタッフの対応についての満足が減ったとあるが、満

足、おおむね満足を見ると８割、遊具についてもほぼ９

割の満足度なので、自慢してもいいのではないか。  

 

アンケートは小・中・高とその他大人とあるが、利用

者は父、母、祖父母が直接の利用者ではないので、一緒

にするのであれば、子ども向け、大人向けに変えてもい

いのではないか。利用者が多く遊びにくいというのは、

増えているが故の悩みで、市内の中でそれぞれの施設の

特徴を意識していくと、市民の方も自分たちのニーズに

合わせてより積極的に活用できるのではないか。アンケ

ートは継続してとり、前回との比較などを出していくと

わかりやすいのではないかと思う。  

 

アンケートのとり方であるが、手渡しされたのか。  

 

受付で手渡しさせてもらい、回答は箱の中に入れても

らった。  

 

高校生はたくさん利用しているのに、回答が少ないの

で高校生のアンケートをもっととってはどうか。  

 

期間は一週間ぐらいにして、凝縮してとってもいいの

ではないか。また、３人や 10人程度の回答より、先生方

に協力していただき、小中学校で一斉にとらせてもらっ

てもいいのではないか。委員会でありながら、参加者メ

ンバーはみらいえの応援団であるので、意見や要望もみ

らいえの方からあってもいいのではないかと思う。  

質を高めていくということで、子どもにとってよりよ

い環境や遊び、その延長に学習につながるものがある。

昨年、保育指針、幼稚園教育要領が変わり、非認知能力

が大事であると言われている。遊びの中から勉強につな
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委員  

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がる力が培われていくと言われているので、ますます重

要になってくると思う。  

他にご意見はないか。  

 

学校で読書力を高めるために、何か努力されているこ

とはあるのか。昔は小学生新聞があり、よく読んでいた

ため国語力が高まったのだが。  

 

小学校では毎朝 10分間、読書タイムがあり、読書をし

ている。図書館から読み聞かせにも来ていただき、１年

生から６年生まで学期に１回ずつぐらいではあるが、子

どもたちが聞いている。新聞も各学級に入れており、掲

示したりしている。ただ、子どもが読む本はどちらかと

言うと、絵の入った本や図鑑などが多い。  

 

中学校でも読書の時間はある。みらいえの図書館から

も貸出ししてもらったりしている。本が好きな子はいる

が、なかなか子どもたちが自分から本を読もうというと

ころまでは難しい。  

 

大学生もなかなか本は読まない。そういう課題を保育

だけでなく、幼稚園、小、中学校につなげていける機会

になればと思う。  

 それでは以上で議事を終了する。本日出た、貴重なご

意見を今後の運営に反映していただきたい。  

  

 今年度もこどもプラザの事業を実施する中で、見直し

や更なる充実を図っていきたいと思う。今後も、運営方

針や事業内容についてご審議いただくことになると思う

が、よろしくお願いしたい。  

 

○その他  

 次回の委員会は２月を予定している。  

 議事録については、ホームページなどで公開予定であ

る。  

 

○閉会  

 

 


